
 

 

１ 本校の概要 

 学校教育目標に「自ら考え判断し、正しい行動のできる

生徒の育成」を掲げ、全校生徒 187名から成る小規模校

である。隣接する小学校からほぼすべての児童が進学し

てくるため、人間関係が出来上がっている状態でもある。 

町内５つの小中学校を日替わりで回る学校司書もいる。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

・ a読書に親しむ態度や読書週間に係る取組 

・ f創造的な委員会運営 

 

 ⑵ 実践の概要 

  読書活動を活性化させるために、図書室に足を運ん

でもらう手立てを工夫し、学校内外とのつながりを生

むことで活動の活性化を図った。 

  ア ポイント制の導入 

   本を借りるとポイントがたまるシステムを構築。

これまでポイントカードを使用していたものを今年

度途中からデジタル化。たまったポイントでしおり

や図書委員会オリジナルグッズなどと交換可能。 

 

 

 

 

   なお、ファイルは共有してあるため、複数台のパソ

コンから操作することができる。 

  イ 図書だよりの作成 

   図書室でのイベントや貸出状況、本の紹介などを

発信。月３枚程度を発行している。 

 

 

 

 

 

 

  ウ 図書委員会以外との連携 

   ・ 昼放送リクエスト（放送委員会） 

   ・ 活動参加でポイント付与（福祉委員会） 

   ・ 交換可能品として文房具の提供（学級委員会） 

  エ イベントの充実 

   とにかく図書室に足を運んでみたくなる環境を作

るため、図書委員会では様々なイベントを実施 

   ・図書館戦争…体育祭の団に分かれ貸出数を競争 

   ・夏祭り…本を借りて縁日風ミニゲームに参加 

   ・お月見…月の輝面率でグッズ当選確率アップ 

   ・ハロウィン…オリジナルグッズ 

   ・Numbers4…4 つの数字を当てるとポイント付与  

 

 

 

  オ メモリアル冊数達成イベント 

学校累計貸出冊数 1000冊、2000冊、3000冊を達

成したときには図書委員会で大々的に祝った。 

 

 

 

  カ ワクワクを刺激する環境整備 

   ・ポイント交換グッズの一覧項目掲示と物品掲示 

   ・ポイント確認用モニター、カプセルトイの設置 

 

 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  ・ 11月中旬時点で年間貸出冊数が 3391冊に到達 

    ・ 唯一の貸出期間である昼休みには生徒が殺到 

 

 ⑵ 課題 

  ・ 一時的な活動にならないシステム作りが必要 

 

 ⑶ おわりに 

  現状に満足せず、今後も生徒が生き生きとした表情

で来室できる環境を整えていく。 
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